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「
雇
用
・
く
ら
し
を
守
る
対

策
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
た
金

子・堀江両議員は２月９日、
「
雇
用
・
く
ら
し
・
経
営
を
守

る
」
緊
急
申
入
書
を
三
次
市
長

に
手
渡
し
ま
した
。

「
派
遣
切
り
」
「
期
間
工
切

り
」
で
仕
事
も
住
ま
い
も
奪
わ

れ
、
路
頭
に
迷
う
失
業
者
の
急

増は、大きな社会問題です。
こ
れ
ま
で
の
不
況
期
と
も
比

較
に
な
ら
な
い
急
速
な
雇
用
破

壊
は
、
財
界
い
い
な
り
に
派
遣

労
働
を
拡
大
し
て
き
た
政
府
の

責
任
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
中
小
零
細
事
業
所

や
地
域
経
済
に
深
刻
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
上
の
雇
用
破
壊
を
食

い
止
め
る
た
め
に
政
治
が
今
、

知恵と力をつくすべきです。
同
時
に
、
常
陸
大
宮
市
と
し
て

も
、
働
く
人
た
ち
の
雇
用
・
く

ら
し
・
経
営
を
守
る
た
め
の
緊

急
対
策
を
実
施
し
て
ほ
し
い
と

下
記
の
事
項
に
つ
い
て
申
し
入

れ
た
も
の
で
す
。

三
次
市
長
は
、
緊
急
雇
用
対
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いま「派遣切り」の被害にあってい

る労働者の大部分は、違法状態のも

とで働かされたあげくに解雇されて

いるという

実態があります。日本共産党の志位和夫委員

長は2月4日、衆院予算委員会で、違法の具体

的事実を示して是正を迫り、舛添要一厚生労働

大臣がこれを認める重要な答弁をしました。

一
般
的
に
地
域
住
民
に
と
っ
て

行
き
た
い
と
き
、
行
き
た
い
と

こ
ろ
へ
戸
口
か
ら
戸
口
へ
移
動

で
き
る
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
言
わ
れ

ています。また、導入によっ
て
地
域
内
の
人
や
物
の
移
動
が

活
発
化
す
る
こ
と
で
地
域
が
活

性
化
す
る
副
次
的
な
波
及
効
果

も
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い

の
創
造
、
商
店
街
の
住
民
の
誘

客
、
高
齢
者
の
外
出
機
会
の
増

加
に
よ
る
健
康
の
促
進
な
ど
で

す
。
今
後
、
市
内
循
環
交
通
シ

ス
テ
ム
検
討
委
員
会
の
中
で
検

策
と
し
て
「
市
有
地
の
管
理
作

業
等
で
臨
時
職
員
を
３
月
か
ら

採
用
す
る
準
備
を
す
す
め
て
い

る
」
と
述
べ
、
市
役
所
の
緊
急

相
談
窓
口
の
看
板
を
閉
庁
後
も

見える場所に移動しました。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
１
２

月
議
会
の
一
般
質
問
で
、
デ
マ

ン
ド
型
交
通
シ
ス
テ
ム
導
入
に

つ
い
て
取
り
あ
げ
質
問
し
ま
し

た
。堀
江
鶴
治
議
員
は
、
「
茨
城

交
通
の
民
事
再
生
法
の
申
請
と

住
民
の
足
の
確
保
の
問
題
」
に

つ
い
て
質
問
。
こ
の
中
で
、
デ

マ
ン
ド
型
交
通
シ
ス
テ
ム
導
入

の
進
捗状
況
を聞
き
まし

た。
金
子
卓
議
員
は
、
デ
マ
ン
ド

型
交
通
シ
ス
テ
ム
導
入
の
効
果

に
つ
い
て
質
問
し
ま
した

。
三
次
市
長
は
、
「
デ
マ
ン
ド

交
通
シ
ス
テ
ム
の
優
位
性
は
、

討
し
な
が
ら
、
デ
マ
ン
ド
交
通

システムを導入する方向で、
よ
り
利
便
性
の
高
い
市
内
循
環

交
通
シ
ス
テ
ム
を
い
ち
早
く
導

入
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と答
え
ま
し
た
。

３
月
２
日
か
ら

第
１
回
定
例
議
会

第
１
回
定
例
議
会
は
３
月
２
日

か
ら
２
４
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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１
２

月
議

会
一

般
質

問

市
は
２
月
１
２
日
に
新
年
度
予
算

案
を
内
示
。
そ
の
中
で
、
多
く
の
市
民
の

要
望
で
あ
る
「
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
」
は
、
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
構

築
事
業
費
と
し
て
１
６
７
６
万
７
千

円
を
計
上
し
御
前
山
地
区
に
モ
デ
ル
的

に
導
入
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

１
、
市
内
の
事
業
所
に
対
し
、
雇
用

や
派
遣
切
り
の
実
態
を
調
査
す

る
こ
と
。

２
、
市
内
の
事
業
者
に
対
し
、
雇
用

を
守
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
。

３
、
解
雇
と
同
時
に
住
む
と
こ
ろ
を

失
っ
た
生
活
困
窮
者
の
た
め
の
緊

急
避
難
所
を
確
保
し
、
自
立
を

支
援
す
る
こ
と
。

４
、
生
活
保
護
の
申
請
に
対
し
、
迅

速
に
対
応
し
、
生
活
支
援
に
全
力

を
あ
げ
る
こ
と
。

５
、
解
雇
さ
れ
た
生
活
困
窮
者
が
社

会
福
祉
協
議
会
の
生
活
福
祉
資

金
制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

改
善
す
る
こ
と
。

６
、
解
雇
さ
れ
た
生
活
困
窮
者
に
対

し
、
国
民
健
康
保
険
の
実
効
あ
る

減
免
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
。

７
、
解
雇
さ
れ
た
生
活
困
窮
者
を
市

の
緊
急
臨
時
職
員
と
し
て
採
用

す
る
こ
と
。

８
、
市
内
事
業
者
の
経
営
を
守
る
た

め
市
発
注
は
市
内
業
者
優
先
と

す
る
こ
と
。
小
規
模
事
業
者
登
録

制
度
を
導
入
す
る
こ
と
。

９
、
市
の
緊
急
相
談
窓
口
の
標
示
を

閉
庁
時
で
も
わ
か
る
よ
う
に
し
、

各
総
合
支
所
玄
関
に
も
表
示
す

る
こ
と
。
ま
た
、
上
記
実
施
に
つ

い
て
は
市
民
に
わ
か
る
よ
う
周

知
を
す
る
こ
と
。

申
入
れ
事
項
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の
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に

つい
て
の感想

を伺
い
ま
す
。

〔
経

済
部

長
〕
こ
の
町
で
は
、

１
０
０
年
後
を
視
野
に
入
れ
た

新
世
紀
未
来
宣
言
の
中
で
、
資

源
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
は

じ
め
、
４
つ
の
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
特
に
印
象
に
残
っ

た
の
は
、
有
機
資
源
１
０
０
％

循環活用をめざした生ゴミ、
も
み
殻
、
家
畜
排
泄
物
な
ど
を

合
わ
せ
た
堆
肥
づ
く
り
で
す
。

第
４
回
定
例
議
会
（
１
２
月

議
会
）
で
、
４
月
か
ら
の
介
護

保
険
料
（
第
４
期
、
Ｈ
２
１
～

２
３
年
）
の
引
き
下
げ
議
案
は

市
長
提
案
ど
お
り
全
会
一
致
で

議
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
第

４
段
階
の
基
準
月
額
で
３
０
円

引
き
下
げ
て
３
５
７
０
円
に
す

る
も
の
で
す
。
支
払
準
備
基
金

１
億
８
０
０
０
万
円
（
年
度
末

の
見
込
額
）
の
一
部
を
取
り
崩

し
てお
こな
い
ま
す
。

ま
た
、
所
得
者
の
少
な
い
方

の
保
険
料
軽
減
の
た
め
に
国
の

基
準
の
６
段
階
を
実
質
１
１
段

階
と
第
３
期
よ
り
さ
ら
に
４
段

階増
や
し
ま
し
た
。

今
議
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願

陳
情
は
す
べ
て
採
択
と
な
り
ま

し
た
。
▼
鷲
子
西
目
・
仲
島
線

の
整
備
に
関
す
る
請
願
（
鷲
子

区
長
ほ
か
２
０
人
）
▼
門
井
地

内
・
塙
堂
平
坂
線
道
路
改
良
に

関
す
る
請
願
（
石
崎
氏
ほ
か
１

８
人
）
▼
金
井
地
区
水
路
整
備

に
関
す
る
請
願
（
長
山
氏
ほ
か

８
５
人
）
▼
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件

の
早
期
解
決
に
向
け
た
意
見
書

採
択
の
請
願
（
国
労
水
戸
地
方

本
部
）
▼
６
６
２
８
・
６
６
３

約
３
ヶ
月
か
け
て
堆
肥
化
し
、

年
間
１
１
０
０
ト
ン
を
製
造
し

て
町
内
の
農
家
に
販
売
し
、
ほ

ぼ
完
売
と
の
こ
と
で
し
た
。
化

学
肥
料
を
減
ら
す
エ
コ
農
業
に

は
、
最
適
の
取
り
組
み
で
あ
る

と感じ
ま
し
た
。

〔
堀
江
議
員
〕 こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
当
市
と
比
較
す
る
と
、

当
市
は
大
き
な
遅
れ
が
あ
り
ま

す
。
紫
波
町
で
は
、
町
民
・
事

業
者
・
行
政
の
役
割
分
担
を
明

確
に
し
、
一
体
と
な
っ
て
循
環

型
社
会
づ
く
り
に
長
期
展
望
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

このような取り組み
を学び、

ど
う
当
市
が
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
が
大
事
で
す
。
今
後
の
市

の
対応
策
を伺
い
ま
す
。

〔
経
済
部
長
〕 当
市として

も、

帯帯
の
内
、
所
得
１
０
０
万
円
以

下
が
２
４
％
、
所
得
が
な
い
世

帯
が
２
３
％
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
い
づ
れ

も
、
資
格
証
明
書
発
行
世
帯
、

滞
納
世
帯
の
収
入
が
非
常
に
少

な
い
実
態
を
示
し
て
い
る
数
字

と
考
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
な
か
で
、
国
民
健
康
保
険

税
条
例
第
２
６
条
に
規
定
す
る

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
制
度

を
適
用
し
た
事
例
を
具
体
的
に

お聞
かせ
くださ

い
。

〔
市

民
部

長
〕
こ
の
減
免
制
度

を
適
用
し
た
事
例
は
あ
り
ま
せ

ん
。〔
金

子
議

員
〕
水
戸
市
に
は
要

項
が
あ
り
、
国
保
税
の
納
付
が

困難である場合は減免され、

日
本
共
産
党
の
堀
江
鶴
治
議

員
は
、
１
２
月
議
会
の
一
般
質
問

で
農
業
振
興
に
関
し
て
次
の
よ
う

に
質
問
し
ま
し
た
。

〔
堀

江
議

員
〕
１
１
月
１
１
日

に
経
済
建
設
常
任
委
員
会
は
、

岩
手
県
紫
波
町
の
行
政
視
察
を

お
こ
な
い
ま
し
た
が
、
こ
の
町

８
号
線
の
拡
幅
工
事
延
長
に
関

す
る
請
願
（
上
大
賀
区
長
ほ
か

１
１
１
人
）
▼
泉
地
内
筆
界
未

確
定
地
に
関
す
る
補
助
金
交
付

の
陳
情
（
泉
区
長
ほ
か
８
人
）

▼
携
帯
電
話
不
通
話
地
域
の
解

消
に
関
す
る
請
願
（
照
山
区
長

ほ
か６５

人）
今議会の傍聴

(本会議のみ
)

は
報
道
関
係
者
を
含
め
て
１
２

月
２
日
の
議
会
初
日
が
１
人
、

４
日
が
１
人
、
一
般
質
問
の
日

は
１
１
日
が
２
４
人
、
同
１
２

日
が
２
４
人
と
多
く
、
最
終
日

の
１８
日
は
１
人
で
し
た
。

堀江鶴治議員

金子卓議員

日
本
共
産
党
の
金
子
卓
議
員
は
、

１
２
月
議
会
の
一
般
質
問
で
国
民

健
康
保
険
税
の
減
額
・
免
除
制
度

つ
い
て
次
の
よ
う
に
質
問
し
ま
し
た
。

〔
金

子
議

員
〕
当
市
で
も
、
９

月
議
会
の
決
算
審
査
で
滞
納
世

そ
の
要
件
に
８
項
目
を
挙
げ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
水
害
な
ど
の

自
然
災
害
、
失
業
、
倒
産
、
病

気
な
ど
に
よ
る
生
活
困
窮
、
ま

た
は
生
活
保
護
以
下
の
収
入
に

なった場合を挙げています。
当
市
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
に

減
免
基
準
を
明
確
に
し
、
積
極

的
に
活
用
し
、
生
活
困
窮
者
の

命
と
暮
ら
し
を
守
っ
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
も
の
で
す
が
い
か

が
で
しょ
う
か
。

〔
市

民
部

長
〕
納
税
者
の
所
得

金
額
等
に
つ
い
て
画
一
的
な
減

免
基
準
を
設
け
る
こ
と
は
適
当

で
な
い
旨
の
判
断
を
し
て
い
ま

す
。〔
金

子
議

員
〕
減
免
は
、
国
保

税
条
例
で
市
長
が
必
要
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
者
に
対
し
て
減

免するわけでありますから、
一定の基準をつくることと、
一
律
に
減
免
し
な
い
と
い
う
こ

と
自
体
、
矛
盾
す
る
こ
と
は
な

い
と考
え
る
も
の
で
す
。

た
だ
い
ま
議
員
の
指
摘
の
あ
っ

たようなことを取り入れて、
バイオマスタウン構想を練っ
て
い
く考
え
で
す
。

〔
堀

江
議

員
〕

米
の
消
費
拡
大

と
い
う
点
で
具

体
的
に
ど
う
す
す
め
て
い
く
考

え
で
す
か
。

〔
経

済
部

長
〕
文
科
省
で
は
、

平
成
１
９
年
で
週
３
回
の
と
こ

ろ
は
週
４
回
を
め
ざ
し
て
も
ら

うという方針とのことです。
農政を担当する者としては、
十
分
に
関
機
関
と
協
議
し
て
、

米
飯
給
食
を
含
め
た
米
の
消
費

拡
大
を
は
か
っ
て
い
く
考
え
で

す
。

農
業
振
興
に
循
環
型
ま

ち
づ
く
り
を
━
紫
波
町

を
視
察
し
て
の
感
想

学
校
給
食
に
米
飯
給
食
の

拡
大
を

国
保
税
の
減
免
基
準
の

明
確
化
、
減
免
制
度
の
積

極
的
活
用

共
産
党
の
金
子
・
堀
江
両
議
員

は
１
２
月
２
２
日
、
国
民
健
康
保

険
料
（
税
）
の
滞
納
に
よ
っ
て
保
険

証
が
取
り
あ
げ
ら
れ
た
世
帯
の
う

ち
、
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
救

済
す
る
た
め
の
改
正
国
保
法
が
参

議
院
で
可
決
・
成
立
し
た
こ
と
を
受

け
、
法
施
行
の
来
年
４
月
１
日
を

待
た
ず
に
、
年
末
・
年
始
を
迎
え
る

前
に
早
急
に
交
付
す
る
よ
う
、
市
長

に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

※電話申込みは、金子・堀江両議員まで

日本共産党が発行する
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